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第 ２ 号

平成12年４月

■事務局：佐賀医科大学整形外科
〒849-8501 佐賀市鍋島５丁目１番１号
TEL 0952-34-2343 FAX 0952-34-2059

■発行日 平成12年４月１日

ご 挨 拶
教 授 佛淵 孝夫

「股関節だより」を創刊させていただき、多数の
ご意見を頂きました。私どもが気付かなかった点や、
改善すべき点、また勇気付けられた点など多くのお
便りいただきたいへん有難く思っております。心よ
り感謝申し上げます。
私自身にとっても多くの患者さんとの出会いから、
一人前の医者として、社会人として育てていただい
ていると思っております。これまで多くの患者さん
に出会ってきましたが、その中でも特に思い出に残
る患者さんがおられます。手術から数年以上経過し、
「時効」と思われる患者さんの思い出を“シリーズ
思い出の患者さん”として連載させていただきます。

毎回股関節の病気や怪我について解説したいと思
いますが、今回は私たちが取り組んでいる「股関節
外科」について簡単に解説します。次回からはそれ
ぞれを詳しく解説する予定です。

Ⅰ．股関節外科の対象

股関節外科の対象としては疾患（病気）と外傷（怪
我）に分けると以下のものが含まれます。

１．疾患
変形性股関節症（最も数が多く、女性に多い）
大腿骨頭壊死症
（アルコールやホルモン剤と関係がある）

慢性関節リウマチ（女性に多い）
ペルテス病（子供の病気、男の子に多い）
大腿骨頭すべり症（子供の病気）
先天性股関節脱臼

（最近非常に少なくなってきている）
化膿性股関節炎
腫瘍、腫瘍類似疾患、その他

２．外傷
大腿骨頚部骨折
（ももの付け根の骨折、高齢者に多い）

外傷性股関節脱臼、脱臼骨折
（交通事故などが原因）

骨盤骨折、その他

Ⅱ．股関節外科における治療の方法

多くの疾患は最初は手術以外の方法で治療します。
また、運動や減量などの日常生活のなかで予防や進
行防止の努力が必要です。しかしながら時には全く
反対の予防法や治療を行っている場合も見受けられ
ます。進行して症状（痛みや跛行、運動制限）が出
てきたら最も適切と思われる治療が必要です。手術
は多くの場合最終的な手段ですが、時には症状が全
くなくても予防的に必要なこともあります。
骨折などの外傷では殆どの場合最初から手術が必
要です。特に高齢者では長期間の臥床は痴呆や肺炎
などの恐れがあり、たとえ百歳を過ぎていても最近
では手術が行われています。
１．減量、激しい運動の制限等の生活指導
２．理学療法、運動療法、温熱療法などのリハビリ
３．湿布、内服薬、関節内注射など
４．手術療法

Ⅲ．股関節外科における手術の方法

股関節の手術方法について、大まかに以下のよう
なものがあります。皆さんはこれらのいずれかを受
けておられます。
１．骨折や脱臼に対する手術の種類

・骨接合術
・人工骨頭置換術
・観血整復術

２．疾患に対する手術の種類
・人工骨頭、人工関節置換術
・骨切り術（寛骨臼側、大腿骨側）

・その他



リハビリ医師 浅見 豊子

一応整形外科医でもありますが、佐
賀医大においては、佛淵教授御指導の
もと、リハビリテーション専門医とし
て全科のリハビリテーションに関係す
る診療、研究に主に携わっております。

股関節疾患の皆様とは、手術後のリハビリテーショ
ン部での訓練開始時及び、退院前のリハビリテー
ション部での訓練終了時の診察の際に、ゆっくりお
目にかかることになります。また、術後しばらくは、
歩行を補助するための杖、あるいは靴下を履くため
のソックスコーンや靴の着脱などのためのリー
チャーという自助具、足の長さを補う靴への補高な
どが必要な場合がありますが、これらの処方や適合
チェックもさせていただいております。
皆様がいつも使っておられるリハビリテーション
という言葉は、ラテン語のrihabilitareからきてお
り、re「再び」、habilitare「人間として望ましい
状態にする」という意味を持っています。人間とし
て望ましい状態というのは個人差があると思います
が、皆様が望ましい状態を目指される際に、私を初
めとしたリハビリテーション部スタッフが少しでも
お役に立てれば大変嬉しいことだと思っております。

特殊例の人工股関節置換術について
医 師 大野 晴子

私どもでは、年間たくさんの方に対
し人工股関節置換術を行っていますが、
そのなかには手術が難しいために他施
設ではお手上げで半ばあきらめかけて
いた方もおられました。そのような患

者さんのなかには、股関節が全く動かない方々もい
らっしゃいましたが、ここではそういう方々につい
てお話します。
子供の頃、股関節の病気にかかった方や、若い頃
に股関節のひどい痛みがあったために関節の固定術
を受けられた方では、股関節全く動かなくなってお
り、日常生活で、いろいろと不便な思いをされてい
ました。さらに、固定の角度が悪いために腰や膝の
痛みが出て、苦しんでおられる方もいらっしゃいま
した。
私どもは、そのような方々にも人工股関節の手術
を行って再度股関節に動きを与えています。子供の
頃から30～50年位の間ずっと股関節が全く動かな
かったために、椅子に座ったり、靴を履いたりする
ことですら難しかった方々が、人工股関節の手術を
受けてからは、とても歩きやすくなり、「今まで動
かなかったのがうそのようだ」と、とても満足され
ています。術後は、皆さん膝や腰の痛みもほとんど
なくなっていて、仕事を始めたり、車の運転をした
りされている方もいらっしゃいます。
私は２年目の研修医ですが、私も股関節が全く動
かないために不便な思いをされていた方の主治医に

なったことがあります。その方は、片方は関節固定
を受けて全く動かなくなっていたのですが、反対の
股関節も悪くなり、痛みが強かったので、そちらを
まず人工関節にしました。そのあとで、やはり固定
されているほうももう一度動かしたいということで、
そちらも人工関節にしました。実はこの方は、以前
から固定された方の股関節をなんとかして動かせな
いだろうかと、他施設に相談されていたのですが、
そこでは出来ないと断わられてあきらめていました。
私どものところで人工関節に変えたあとは左右の足
の長さがそろって、歩きやすくなり、退院後はすぐ
に車の運転もしているとのことで、とても喜んでお
られました。その喜ばれる姿を見ていると、長い間
の苦労が伝わってきて、それとともに、もっと早く
手術できればよかったのに、という思いでいっぱい
になりました。
これからも、私どもは全く動かない股関節に対す
る人工関節置換術を行っていく方針ですが、ある程
度そういう患者さんの数が多くなりましたら、手術
後の患者さんの様子をアンケートでお聞きして、そ
の結果などを皆様にお知らせするつもりです。

臼蓋形成不全に対する寛骨臼回転骨切り術
医 師 内橋 和芳

股関節は骨盤のくぼみ（臼蓋）と大
腿骨頭で形成されている関節で、大腿
骨頭を臼蓋が覆っています。この臼蓋
のかぶりが不十分な状態を臼蓋形成不
全といい、先天性股関節脱臼や、変形

性股関節症の原因となります。
寛骨臼回転骨切り術は、臼蓋形成不全に適応があ
り、図１のように臼蓋を骨切りし、外側に引き出し
て、臼蓋の荷重面積を拡大する手術で変形性股関節
症への進行を予防します。
当科では、この手術を1998年11月から2000年２月
の間に20症例に行いました。平均年齢36.4歳（12～
52歳）と比較的若年齢層に行われることが多いため、
早期退院、早期社会復帰が求められます。一般的な
術後リハビリは、術後３週で車椅子移動、４～５週
で部分荷重での歩行訓練、８～９週で退院となりま
す。当科では、手術法に改良を加え、術後１週で車
椅子移動、２週で歩行訓練を開始し、４～５週での
退院を目指しています。
術後リハビリの達成状況を調査したところ、車椅
子移動開始が平均６日、歩行訓練開始が平均15日、
退院が平均34日、仕事復帰が平均59日となっており、
早期退院、早期社会復帰を実現しています。
また、この手術を受けた患者さんに今回、アンケー
トにお答え頂きました。その結果を図２に示します。
術後リハビリの開始時期については、車椅子移動の
開始を早くしてほしいとの意見が半数を占め、また、
退院が早すぎるとの意見もありました。手術に対す
る満足度について非常に不満とお答えの方がおられ
ましたが、この方は、スポーツが術前のようにでき



ないことが不満ということでした。最後にアンケー
トに記入していただいたご感想、ご要望を掲載させ
ていただきます。このアンケート結果を今後の診療
に役立てていきたいと考えております。ご協力あり
がとうございました。
＜御感想、御要望＞
◆手術後４日間ぐらいの点滴は、内服にはならない
でしょうか。入院中は、何度も点滴のやり直しばか
りでいやになりました。
◆自分の気の合う人以外には不愛想な看護婦さんが
何人かいた。
◆手術前はびっこになるのではないかと非常に不安
でした。でも今は、以前のようには仕事はできませ
んが、仕事に情熱を傾けるまでになりました。これ
もみな、教授や看護婦さんたちのおかげです。若い
先生たちもみなさんがんばっておられます。これか
らもみなさんの足を痛みがなく歩けるように１人で
も多くの人を助けて下さい。いろんな人達と出会え
て快活な病院生活でした。
◆以前のようには生活、仕事、スポーツができない
ので、自分に悔しくて腹が立っています。ここまで
回復したのは先生方、スタッフのおかげだと思って
います。これからもっと頑張っていきます。
◆手術前は、寒いときすごく痛かったけど、手術を
した方の足が痛むことはなくなった。反対の足の痛
みがきわだっている。手術は嫌だけど、反対側の手
術もおとなしく受けようと思った。
◆私は２年前ぐらいから、長く歩いたり、重たい物
を持ったりしたら足が痛くなり、寝ていても痛みが
おさまらず、仕事に行く時もヒールのある靴は履け
ず、運動靴で出勤するありさまでした。他の整形外
科を受診したところ、入院３カ月、リハビリ３カ月
と言われ、子供も小さいし、仕事もそんなに休めな
いので、手術はあきらめていましたが、医大を紹介
され、佛淵先生のお話で、１カ月半で退院できると
聞いて手術をしていただきました。また、主治医の
先生の熱心な仕事ぶりや、担当の看護婦さんが笑顔
でやさしく接していただいたおかげで、楽しい入院
生活を送ることができました。手術から１年半が過
ぎ、痛くてやめていたリズムダンスも再開していま
す。股関節の痛みがある方々に手術をしたら痛みが
なくなり、行動範囲が広がることを教えてあげたい
です。
◆入院生活３週間という短い期間で、手術前とほと
んど変わらない生活がおくれています。お世話に
なった皆様には本当に感謝しています。
◆看護婦さんたちがいい方達だったので、不安なこ
とや心配なことがいろいろ聞けてよかったです。先
生方も楽しい人達ばかりで、楽しい入院生活でした。
当時入院されていた人達とも手紙のやり取りをして
交流を深めています。私にとっていい入院生活を経
験しました。
◆私の場合、とくに痛みがあったから手術を受けた
わけではなく、もともと先天性股関節脱臼で、赤ちゃ
んの時、三角ギプスで治療をうけ、20歳の時、股関

節の亜脱臼がわかり、23歳で右股関節の骨切り術を
うけ、２カ月間もベッド上生活（うち１カ月は体幹
ギプス）で、とてもつらい思いをしました。特に排
泄面ではナースの方々をわずらわせたことと思いま
す。しかし、今回の手術では順調にリハビリも進み、
私自身の苦痛も少なくてすみ、何よりも、３カ月で
社会復帰することができてうれしかったです。仕事
も手術前と同じにできるし、痛みもなく生活してお
ります。先生方、看護婦の皆様方たいへんお世話に
なりました。

図１
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皆さん、こんにちは。
私は、昨年８月に人工骨頭置換術を受けた者です。
ただ寝ているのも痛くてつらい絶望の日々から、ま
だまだ大丈夫だと気持ちを切り変える事の出来た私
にとっては本当に大きな出来事でした。平成６年８
月23日に市から連絡を受けていた40歳検診を軽い気
持ちで受けてから５年半、それこそ激動の日々を過
ごしてきた私にとって、この事は五里霧中の中をさ
まよい歩く中にわずかな霧の晴れ間を見つけたよう
なそんな気持ちにさせました。検診を受けた翌日、
病院から再検査の呼びだしを受け、採血と骨髄検査
を受けました。身におこっていることの重大性に気
付くことのないまま佐賀医大の血液内科の管先生を
紹介され９月１日佐賀医大で検査を受けました。翌
日電話があり、「やはり少しおかしいようなので入

院して、詳しい検査を受けて下さい」とのことで一
週間位の検査入院という位の軽い気持ちで、ちょう
ど仕事も忙しく少し夏バテ気味だったのでいい骨休
めになるし20日から予定していたバリ島行きには間
に合うからいいか位に思っていました。
ところが一週間後、主人と二人カンファレンス

ルームに呼ばれて管先生に告げられた病名は、「急
性骨髄性異形性症候群」という聞き慣れないもので
した。なんでも白血病の一歩手前の状態で、「この
ままにしていると白血病になる可能性もあるので、
すぐに治療を始めましょう」という先生の言葉に私
は、「20日からバリ島に行く予定なので帰って来て
からではだめですか」と能天気な事を考えていまし
た。早速治療が始まってから今日までの日々は、そ
れこそ闘病という言葉にふさわしいすさまじいもの
でした。平成９年10月１日骨髄バンクを通じて、ド
ナーがみつかり九大病院で佛淵先生と同期の権藤先
生に骨髄移植をして頂く事が出来今日があるわけで
すが、すさまじい拒絶反応の為行なわれたステロイ
ドの大量投与の為美空ひばりさんと同じ「大腿骨頭
壊死」という状態になり自分の将来は寝たきりに
なって家族のお荷物になるんだという救いようのな

一年を振り返って
整形外科病棟 看護士 馬場 才悟

整形外科病棟に着任して、早一年が過ぎました。
私は着任前、本大学で、ＱＯＬ（Quality of Life
：生活の質）についての研究を行ってきました。こ
れは、臨床の現場では、「病気になった患者さんが、
治療を受けて、もとの自分の生活スタイルに戻るま
での自立への援助」と私は考えています。私たちは、
この患者さんのＱＯＬを高めていくために、患者さ
んへ、その自立への援助を行っていかなくてはなり
ません。しかし、現実は、私たち医療者が「これな
ら患者さんは自分でできるだろう」と自立をすすめ
ても、患者さん自身は、「痛みがあって動けない」
など、患者さんと医療者との間で、考え方の違いに
直面することもあり、反省させられることもありま
した
今後、私は、このような考え方の違いもあるとい
うことを深く理解したうえで、患者さんの訴えも尊
重した看護に努めていきたいと考えています。今後
ともよろしくお願いします。

整形外科病棟 看護婦 前田 艶子

桜満開の季節、皆様いかがお過ごしでしょうか？
お花見は、ご鑑賞されたでしょうか？ 整形外科病
棟の看護婦として勤務し、早５年の歳月を迎えてい
ます。
看護婦という職業につき、常日頃から「看護とは
何か？」と皆様との関わりを通して自問自答してい
る毎日です。「痛みがあって思うように動けな
い……。」と苦しみを話されていた方が、手術後は、
痛みなく元気に退院され、又元の生活へと戻られて
います。先日、杖なしで歩いて退院された方がおら
れ、家族の方、スタッフ一同驚嘆する場面がありま
した。
仕事への復帰・主婦としての役割遂行・旅行や温
泉へ出かけたいという願い等、手術する目的はそれ
ぞれ違いますが、皆様の満足された笑顔や言葉を聴
くと、私達、スタッフにとっては何ともいえない喜
びと励ましになります。
ある方から、「入院中、貴方は、私にとって心の

よりどころでした。」と話された事があり「看護婦
になって良かった。こんな私でも、人の役にたつ事
ができたんだ。もっと良い看護を提供したい」と改
めて実感させられました。
皆様方の立場で、痛みや不安を少しでも感じる事
ができ、癒す事ができるように頑張っていきたいと
思います。
苦しみから開放され、同じ生活をするにもつねに
活き活きと、張りと潤いのある生活を楽しみたいも
のですね。



い気持ちでいた私でしたが、佛淵先生のお陰で術後
２週間で杖も使わず歩いて退院出来るという信じら
れないようなことが起こりました。人より長くかか
ることを覚悟していたのに信じられない気持ちでし
た。今では人工骨頭が入っているなんてまったくわ
かりませんし、いたみもまったくありません、もう
片方の足も悪いのでいずれ痛みが出てくると思いま
すがその時はまた佛淵先生に手術していただければ
大丈夫と思うと、ちっとも不安を感じません。こん
な事言うと先生に怒られるかもしれませんが「神様、
仏様、佛淵様」って感じです。本当に先生ありがと
うございました。そして今後共よろしくお願い致します。

ペンネーム「百道浜のユーミン」さん

私は両股関節を九大病院と佐賀医大病院で一度ず
つ手術しました。
人工関節置換術の手術を受けてからは、辛かった
股関節の痛みも感じないで快適に過ごせるようにな
り、本当に手術をして良かったと思っています。
しかし、一言で「手術をする」と言っても「手術
しても今とたいして変わらなかったらどうしよう」
だとか「２～３カ月も入院するなんて出来ないわ」
等、分からないことや不安が山のようにあり、なか
なか決心する事が出来ませんでした。又、経験した
方から直接話を伺う機会もなくて、「昨日の痛みに
耐えられたのだから、今日も何とか耐えられる…」
と手術をしないまま十年過ごすうちに痛みはますま
すひどくなっていったのです。そして、やはり手術
しかないと考えるようになりました。
両方の股関節とも悪かったので、４年前に右股関
節を九大病院で、そして今回（10カ月前）左股関節
を佐賀医大病院で手術しました。今は両方とも痛み
がとれて生活まで前向きになりました。例えば手術
前は出かけるにしても、歩く距離や立っている時間
などを先ず念頭に置いてからいけるかどうかを決め
ていたのが、行きたいかどうかで決めるようになっ
たのです。友人達と行動を共に出来る機会も増え楽
しみも増えました。これは身体的な痛みが無くなっ
ただけでなく、それにより精神的なゆとりまで得る
ことが出来たのです。
両股関節の手術はそれぞれうまくいったのですが、
一番驚いたのは九大病院の時に比べて今回の入院期
間が約１カ月短縮されたことです。その中でも最も
感激したのは、九大病院では術後２週間ベッドから
動けなかったのが、佐賀医大病院ではなんと術後４
日目で車椅子に乗ることが出来たことです。これは
股関節の手術をする者にとっては奇跡的とも言える
期間短縮だと驚きもし、大変喜びもしました。私の
家族にとっても九大病院の時に比べて負担が半減し、
患者家族双方にとって有り難いことでした。ただし、
中洲通いの主人は「もっとゆっくりしていればいい
のに…」と期間短縮されたのが残念なようで佛淵先
生を恨んでいるようでした。しかし、私は佛淵先生
にとても感謝しています。というのは佛淵先生は毎

日病室に顔を出して気軽に声をかけて下さったからです。
教授とか大学病院の先生とかいうと、遠い存在で
近寄りがたい気持ちを抱いていましたが、先生に出
逢って本当に心が安らぎました。佛淵先生の名前か
らではありません。毎日病室で顔を合わせることが
出来るので、不安に思っていることや疑問点を直接
質問することが出来ます。それが私にとっては一番
精神的に有り難かったことです。
入院中いろいろとお世話になりました先生方、看
護婦さん方今も本当に感謝の気持ちで一杯です。有
り難うございました。

永石 潮里 さん

「股関節だより」創刊おめでとうございます。
私、平成10年10月に人工股関節全置換術をしてい
ただいた、永石潮里と申します。
股関節だよりが届き、矢も盾もなくファックスし
ました。実は、私、こういう情報紙を待っていまし
た。術後、つまり退院してからは、いろいろな不安
があり、そのことをいちいち先生に相談することも
できず、かと言って、自分と同じ生活条件でない方
に聞いても、答え方がこちらの受け取り方が変って
くるのです。たとえば、股関節に負担がかからない
ようにする必要があることは知っていますが、実際
は、ハードな運動もできない上に、入院中より痛み
がない分食べすぎてしまって、太ってしまったりと
せっかく手術をして良かったと思いつつも、人工を
大切にあつかう心を忘れてしまっています。そんな
だらけている私を引き締める意味でも、又、私のよ
うに、45歳で、人工にした場合、再手術（ゆるみと
かずれ）のことなど今後のいろいろな不安に答えて
頂ける意味でも、この季刊紙の創刊はうれしいことです。
私は先日、スーパーで「あらっ！」「永石さん？」
と呼び止められましたが、彼女の顔を見ても、すぐ
に思い出せませんでした。
「足の調子はどうですか」と彼女。
「足？」…と私
彼女は他の客から促かされて隅に寄ろうとしまし
た。彼女はカートをおしながら痛む足を一歩一歩ひ
きずり肩を左右に落とし眉間にしわが寄っているの
です。彼女の歩き方を、じっと見ていた私はその姿
を、２年前の自分を重ねていました。
あの頃の知り合いとすぐに思い出せないのは足の
具合が良くて痛みを忘れているからでしょうか。今
の痛みのない自分はあの頃と違って行動範囲も広が
り、友だちも増えています。15年もの間、痛みに悩
まされた私は思い切って佛淵先生を信じて手術をお
願いし、左右の足の長さまでも同じにして頂きまし
た。そして、今では弓道場に毎日のように通えるほ
どになりました。本当に以前のことがうそのような
今の私の生活です。
最後になりましたが、これからの佛淵先生のご活
躍とこの季刊紙のますますのご発展をお祈りいたし
ます。



編 集 後 記
桜の花も満開の季節となりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか？
『股関節だより』も順調に第２号を発刊することができ、大変嬉しく思っておりま
す。
私の『股関節だより』での仕事は、忙しい先生方に「早く原稿を出してください！」
と催促するのが主ですが、今回もよく働いたと、自分でも思っております。（ちなみ
に、原稿提出一番乗りは佛淵先生でした。）

さて、『股関節だより』創刊号を発刊して以来、皆様よりたくさんのお手紙、お葉書、お電話など
をいただき、大変ありがとうございました。
近況報告や質問等を寄せていただきましたが、その中で、受診するまでもないが、気になる症状や

ちょっとした悩みがある、というような声が聞かれました。
そこで、皆様からのご質問や疑問に思われていることなどをお手紙、お電話、ファックスなどで、

お受けしたいと思います。個人情報、守秘義務などを最大限に考慮し、対応させていただきますので、
どうぞお気軽にお問い合わせください。
また、今回は３名の方に投稿をしていただきました。ありがとうございました。投稿原稿も随時受

け付けております。どんどんお寄せいただきたいと思います。
この紙面を通して、患者さん同士のつながりも広がっていけばと思っております。
春とはいえ、まだ冷える日もございます。どうぞ、ご自愛ください。
お便り等宛先 〒849-8501 佐賀市鍋島５丁目１番１号

佐賀医科大学整形外科内 股関節だより編集局 倉崎まで
：0952-34-2343・ ：0952-34-2059

米
寿
の
決
意

「
昨
晩
初
め
て
ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま
し
た
。」
Ｓ
さ
ん
が
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
入
院
四
日
目
の

朝
で
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
朝
早
く
病
棟
を
回
っ
て
い
た
私
は
て
っ
き
り
手
術
に
対
す
る
不
安
か

あ
る
い
は
入
院
生
活
と
い
う
環
境
の
変
化
で
眠
れ
な
か
っ
た
の
か
と
思
い
、「
入
院
に
だ
い
ぶ
慣
れ

て
き
た
ん
で
す
ね
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｓ
さ
ん
は
即
座
に
「
い
い
え
違
い
ま
す
。
実

は
昨
日
の
夕
方
、
循
環
器
内
科
の
先
生
か
ら
あ
な
た
の
心
臓
な
ら
手
術
し
て
も
大
丈
夫
で
す
と
言
っ

て
い
た
だ
い
た
か
ら
で
す
。
私
は
こ
の
三
日
間
、
も
し
手
術
が
出
来
な
い
と
言
わ
れ
た
ら
ど
う
し
よ

う
か
と
、
ほ
と
ん
ど
眠
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。」
と
答
え
た
の
で
し
た
。

Ｓ
さ
ん
が
私
の
外
来
に
来
ら
れ
た
の
は
、
Ｓ
さ
ん
が
八
十
八
歳
の
と
き
で
し
た
。
Ｓ
さ
ん
は
二
カ

月
前
か
ら
急
に
左
の
股
関
節
が
痛
く
な
り
歩
行
出
来
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
か
な
り
の
高

齢
で
は
あ
っ
た
が
お
元
気
な
方
で
目
も
耳
も
不
自
由
な
く
、
本
人
家
族
と
も
手
術
を
強
く
希
望
さ
れ
、

私
が
懇
意
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
先
輩
の
紹
介
で
来
院
さ
れ
た
の
で
し
た
。
Ｓ
さ
ん
は
「
二
メ
ー

ト
ル
先
の
物
が
取
れ
な
い
。
自
分
で
自
分
の
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
残
念
で
仕
方
が
な
い
。
何
と
し

て
も
手
術
を
受
け
て
ま
た
歩
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。
八
十
八
歳
と
い
う
高

齢
で
の
手
術
は
麻
酔
技
術
の
発
達
し
た
現
在
で
も
必
ず
し
も
安
全
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

人
工
股
関
節
置
換
術
の
よ
う
な
比
較
的
大
き
な
手
術
で
は
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
私
は
「
お
そ

ら
く
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
入
院
し
て
か
ら
の
検
査
で
心
臓
や
肺
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合

は
手
術
出
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」
と
申
し
上
げ
て
い
た
の
で
し
た
。

幸
い
Ｓ
さ
ん
は
術
前
の
検
査
で
特
に
問
題
な
く
手
術
に
臨
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
周
囲
の
心
配

を
よ
そ
に
、
手
術
は
無
事
に
終
わ
り
、
Ｓ
さ
ん
の
強
い
意
志
と
ご
家
族
の
支
援
に
よ
り
若
い
患
者
さ

ん
と
変
わ
ら
ぬ
経
過
で
退
院
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
半
年
に
一
回
片
杖
で
元
気
に
外
来
に
来
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
手
術
か
ら
三
年
、
予
定
よ
り
少
し
早
く
外
来
に
来
ら
れ
ま
し
た
。「
先
生
が
佐
賀
に

行
か
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
佐
賀
ま
で
は
な
か
な
か
行
け
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
家
族
の
事
情

で
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
お
り
ま
す
。
同
じ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
友
達
の
な
か
に
先
生
に
手
術
し
て
い
た
だ
い
た

方
が
何
人
か
お
ら
れ
、
い
つ
も
先
生
の
噂
を
し
て
お
り
ま
す
。
も
う
先
生
に
は
会
え
な
い
と
思
い
ま

す
が
お
元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
ま
る
で
自
分
の
孫
を
見
る
よ
う
な
ま
な
ざ
し
で
、
し
か

し
力
の
こ
も
っ
た
声
で
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
多
く
の
八
十
歳

以
上
の
患
者
さ
ん
の
手
術
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
が
、
い
つ
も
Ｓ
さ
ん
の
話
を
引
き
合
い
に
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
Ｓ
さ
ん
の
八
十
八
歳
が
最
高
齢
で
す
。

先
日
入
所
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
突
然
お
電
話
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
お

元
気
さ
で
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
六
月
で
九
十
五
歳
に
な
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
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